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 新年度予算を審議する野洲市定例市議会は２８日から開催さ

れます。市は１９日、予算案を発表しました。一般会計は１６

３億６３００万円（前年度比２７億４００万円の減額）です。

増税や福祉・医療の補助削減など市民に厳しい内容もあります。

一方、暮らしの要求実現の施策も盛り込まれています。 

 

■予算の特徴 
 
○一般会計        １６３億６３００万円 
○特別会計        １４８億２０７４万円  
合 計         ３１１億８３７３万円 

 
■主な内容 

 
○新幹線栗東新駅の野洲市負担金２４００万円計上 

 
 
○国民健康保険の人間ドックの補助減額 

 
 
○敬老祝金を大幅に減額 

 
 
○廃止が必用な同和関係予算は引き続き計上 

  
■国民健康保険税（介護保険分）を引き下げられます 

 
 
 
■中主中学校のパソコンが更新。台数が増加されます 

■小学校児童の机更新。各校１学年分、今後順次更新 

■不審者・災害情報メール配信システムの整備をします 

■野洲川右岸線道路工事（乙窪～比江・７４０ｍ整備） 

■放置されつつある里山。新たな里山事業を推進します 

日本共産党野洲市委員会 
２００７年２月２５日 №１１６ 

日本共産党市議団では、ホームページでも活
動をお知らせしています。ぜひご覧ください。 

 

２月２８日（金）本会議（議案提案）  
３月  ７日（水）本会議（議案質疑） 
   ８日（木）本会議（一般質問） 
   ９日（金）本会議（一般質問） 
  １２日（月）本会議（一般質問） 
    １３日（火）総務常任委員会 
     

１４日（金）総務常任委員会  
１５日（水）文教福祉常任委員会 
１６日（木）文教福祉常任委員会 
１９日（月）環境経済常任委員会 
２０日（火）環境経済常任委員会 
２３日（金）本会議（討論・採決）
     

○小菅六雄  電話５８９－４９７１ 
          ＦＡｘ５８９－６１８４ 
 
○野並享子  電話５８７－０９８５ 

ＦＡｘ５８６－１１０２ 

「みんなの幸せを実現する会」と日本共産党が運動をすすめ

てきた「しあわせ署名」は、全県で２６７８５筆集まり１９

日、県会議長に提出されました。 
 署名は、新幹線新駅など税金のムダ使いをやめ、中学校卒

業までの医療費無料化、３０人学級の実現、介護保険料・利

用料の減免、若者の正規雇用対策などを求めています。現在、

開会中の県議会で審議されます。 

 日本共産党市議団は、２つの請願を紹介議員として提出

しました。医療費の無料化は入院の場合、中学校卒業まで

実現しました。請願は通院についても実施を求めています。
 
 自民党・公明党が、「残業代ゼロ法案」の提出を予定して

います。このような改悪ではなく、労働法制の改善を求め

る請願です。いずれも、３月議会で審議されます。 市民の「負担やめよ」の願いに反し、市長は、「協定があるから」
と言って野洲市負担金を計上しています。 

人間ドックの補助金で、これまで初回は７０％補助でしたが、こ
れを５０％に減額しようとしています。 

これまで８８歳が２万円、１００歳が５０万円でした。「財政大変」と
言って、８８歳を１万円に、１００歳は３０万円に後退します。 

国保税・介護保険分の税率が引き下げられます。均等割（８９０
０円を８７００円、平等割６１００円を５０００円、所得割１・６８を１・３
０、資産割は変更なし） 

県会議長に署名を提
出しました（１９日） 


